
市内で振り込め詐欺（架空請求）被害発生 
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 このコーナーは、上越市の犯罪の傾向や分析結果のほか、市民の皆さんに特に注意していた 

だきたい内容等をお知らせします。  

 

      
 
 
 

■  ４月中旬、市内居住の４０才代の男性の携帯電話に 

      「サイト利用料金の未払いがある。至急電話して 

     ください。」 

  とのメールが届き、指定の電話番号に書けたところ、サイト管 

  理者を装った男に 

      「サイトの延滞料金がある。今日中に払わないと 

     法的措置を取る。」 

  等と言われ、コンビニから封筒入りの現金１７万２，０００円を宅配便で送付し、騙し取ら 

  れてしまいました。 

 

■  上越市での振り込め詐欺の被害は、今年１件目、昨年同期と比べ－１０件と大幅に減

少していますが、前兆と思われる事案は決して減っていません。 

   いつ、前兆電話やメールが来るかわかりません。家族や知人同士で対処法を話し合

っておきましょう。 

 

「架空請求詐欺」への対処法 
 

 １ はっきりしない請求は、無視する。 

   正当な料金の請求は、利用明細付の文書で来るはず！電話やメール 

  での請求は嘘！無視するのが一番！ 

 ２ 「あの時利用したあのサイトのことか？」と勝手に判断しない。 

   どこのサイトをいつ利用したのかわかるように請求されていますか。 

   内容のわからない請求は嘘！ 

 ３ メールの返信や指定された番号には電話しない。 

   返信したり電話して話すと、個人情報が相手に知られ、さらに請求が来る。 
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 ４  その日には送金せずに必ず警察や知人に相談する。  

   連絡のあったその日が最終日なんて話は嘘！一晩おいて冷静に！必ず誰かに相談 

  する。 

       《架空請求メールの例》          《架空請求はがきの例》 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 




